
 

様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 
平成 25 年 5 月 28 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究成果の概要（和文）： 

「即の論理」として、主として（一）華厳思想における、無限個の事物の間の「即」関係と、
（二）空の思想における、有限個の概念の間の「即」関係において見てとれる「論理」を、現
代の非古典論理のツールを用いて分析した。（一）に関して、より具体的には、法蔵等の華厳思
想家が「十数のたとえ」において展開した「一即一切」思想における「即」関係を、「偶然的同
一性」と解釈し、様相論理学を用いて定式化した。また（二）については、西谷啓治が論文『空
と即』で論じた回互的連関における「即」関係を、「二重の矛盾」として解釈し、否定不動点を
持つ三値論理型のパラコンシスタント論理を用いて形式化することに成功した。 

 

研究成果の概要（英文）： 

   This project took as its target resarch area; i.e., logic of Soku (Ji), (1) logical sructures in 

Soku relation among inifinitely many particular things in the context of Hua yen phiosophy, 

and (2) those in Soku relation among finite universal concepts in the context of East Asian 

philosophy of emptiness. And these traditional philosophical doctorines were analyzed in 

the light of contemporary non-classical logic. 

   More specifically, the Soku relation of Hua yen framed in a traditional metaphor of ten 

coins or numbers explorated by Fatsang and others was interpreted as ‘contingnet identity’ 

and formulated in terms of a contemporary system of possible worlds semantics, called 

‘contingent identity system’. 

   As for the Soku relation in the context of philosophy of emptiness, this project was 

focused on one of the latest philosophical ideas of Keiji Nishitani, a Kyoto school 

philosopher, and especially his idea of ‘circumincessimal’ relation. The logical structure in 

the relation was taken to be a double contradicition between two dichotomously opposing 

concepts such as subject vs. object, the mental vs. the phycisal and so on so forth. Then a 

contemporary paraconsistent system with three valued semantics was applied to formulate 

Nishitani’s ideas including the double contradictions. A characteristcs of this non-classical 

logical system is that it has the third truth value that is unchanged under the negation as 

an utinary truth fanction. In other words, that system has a truth values that is a fixed 

point of negation. Therefore the project reached its conclusion that the characteristics of an 

aspect of East Asian philosophy of emptiness can be captureed by the truth value as a fixed 

point of negtaion. 

 Those results were publicized in eight academic papers and nine academic presentations 

during the period of project. Six of the eight papers were written in Engliish and published 

in a top journal of the field. Eight of those nine presentations were made in overseas.  
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１, 研究開始当初の背景 

 アジア哲学（東洋思想）に対して、分析哲
学と非古典論理のツールを用いてアプロー
チする「分析アジア哲学」は、90 年代後半か
ら本格化した、現代哲学の新分野である。こ
の分野の研究者は、世界全体を見渡しても、
たかだか２０名ほどに過ぎず、その多くは、
インド・チベット仏教思想を中心とする南ア
ジアの思想伝統を研究対象としていた。一方、
東アジア思想を対象する分析アジア哲学の
研究は、ほとんどなされていなかった。 

２．研究の目的 

 上記のような状況を踏まえ、分析アジア哲
学の研究対象を、漢字文化圏である東アジア
の思想・哲学にまで広げる一方、その中から、
現代でも通用する哲学思想を再構築してい
くことが目指された。 

 

３．研究の方法 

 研究対象として、「十数のたとえ」として
展開された華厳の「一即一切」の思想と、京
都学派の哲学者・西谷啓治の晩年の思想にタ
ーゲットを絞り、オリジナルテキストの読解
と、現代の非古典論理による分析を組み合わ
せた手法によって、伝統的な思想・哲学から、
斬新な哲学的論理を読み取るという方法が
とられた。 
 
４．研究成果 
 「即の論理」として、主として（1）華厳
思想における、無限個の事物の間の「即」関
係と、（2）空の思想における、有限個の概念
の間の「即」関係において見てとれる「論理」
を、現代の非古典論理のツールを用いて分析
した。 

（1）法蔵等の華厳思想家が「十数のたとえ」
において展開した「一即一切」思想における
「即」関係を、「偶然的同一性」と解釈し、
様相論理学を用いて定式化した。具体的には、
偶然的同一性体系と呼ばれる様相論理のシ
ステムを用いて、非古典的な算術「華厳算術」
を構築し、その枠内で、「十数のたとえ」で
登場する種々の命題が有意味なものとして

位置づけられることを示した。 

（2）西谷啓治が論文『空と即』で論じた回
互的連関における「即」関係を、「二重の矛
盾」として解釈し、否定不動点を持つ三値論
理型のパラコンシスタント論理（LP）を用い
て形式化することに成功した。 

 これらの研究成果は、国内外の専門雑誌に、
論文として掲載（一部は掲載決定）される一
方、国内外の学会・研究集会等で口頭発表さ
れた。 
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